
’79年の新潮流ミ雫烹 釜ミド日中関係ノ

幻想に終わるか、日中フィーノてーグ

百中の落し穴

日中平和友好条約の締結に当たっ
て、 中国側にはその世界戦略（反‘続
縫伊達合）と国家自律：（‘4つの現代

ー｛ヒつという、ふたつの決定的な要因

カ惇在したことはu、まや明白である。
一方、そのような世界戦略も国家

目標与欠釦しているわが国の倒には

国交正常化の延長としての条約締結
という情性的かつ懸諜処理的な発想
以外には、 明白な般拠があったとは
思われない．したがって、中国側は、

日中平和友好条約を高度の戦略的な
立場から位世づけていたのにたい
し、わ．カt国は「日中は日中Jという

こ国間関係としてもっぱら対応Lょ
うとしたのであった．

こうしたわが国の対応にたいし
て、 昨年11月初旬のソ述・ベトナム

友好協力条約の締結は、日中条約以
後のアジアの国際環境に生じた最初

の重大な波紋であった．

このところ、中国という ·�tの巨
人・ の脅威にさらされていたベトナ

；ムは、「アジアの巨人同士の結ぴっ

きjという日中以後の新しい情勢の
なかで、ソ速がさしのべた手綱をつ
かまざるをえなかっ尺のである。 こ
うして、日中の鎚燃は、ソ速の対ア
ジア戦絡のより一層の活性化をもた
らしつつあるといえよう． このよう！なソ速の出方は、日中酬にたいす

るう回戦略としての盟裂な布石でも
、るので、わが国の対アジア外交は

暑だな試練にさらされよう。
次に注目すべ き重姿な問題は、来

る19791p 6月の先進国首脳会議（束
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注目本は緊張感が足りない

京サミット）に先がけて、欧米の 4
ヵ国首脳カ：54年早々ヨーロγパで首
脳会議を開催し、 従来の「国際絵済」
偏重の先進国首脳会談にかわって、
非毛沢東化と1つの現代化・ の途

ー 上にある中国とどのように対応すべ
きかを含めて、 協訴するとのニュー
スである。つまり、日中位打与下の日本

をあえて除外して、 欧米先進国は中
国問題を綾蔵な｛討聾するのであっ
て、 ここには、 過度の日中提携にた

いする欧米諸国の警戒が図．されてい
ることを否定できない。

日中条約締結以後、中国側は「日
中両国10偉人民の友好と団結jのス
ローガンをしきりに強制して い る
が、 このスローガンに甘んじて、 わ
が固め側がアジア主義的な巡命共同

体的発想で中国により一層傾斜して
ゆくならば、 やがては 新しい賀愉tお
さえ呼び起こしかねない。

日中フィーパーの見直し

以上のふたつの事柄を考えただけ ．

でも、日中関係にたいする対応の恨
本において、 わが国のIP.�が冷絡に考
慮すべき点が多いことか巧唆される。

わが国の経済界が陥っているf/4j主

的不況の脱出口を中国に求めようと
する衝動は、当面、中国i闘が後進し
つつある。1つの現代化・のプログ
ラムに刺激されて、1979 年もさらに

つのるであろうが、この点 では、フ
ランスの著名な 戦略思怨家レイモ
ン・アロンが最近、 「日本の銀行家や
実業家が北京や上海に駆けつけるの

はいいとして、幻氾！を抱かないよう
訟は望みたい」 仁、日本と中国のも’t
mヘfレクスプレスj 1978年10月28

日～11月4日号）と、 警戒している
ことに耳を傾けねばならない。

日中経済関係は、これまで、日中
関係がけん伝されてきたにもかかわ
らず、貿易総額でみると、78年にほ

ぼ往復50億ル（推計）と最高水準を
達成したとしても、わが国の貿易総
額全体では、 依然2～3%程度にす

ぎないのであり、 一方、 中国の石油
戦略が今後大きな笑縦をおさめ、か
りに1980年代中ごろに約5000万ルの
原泌を対日鎗出しえたとしてもーー
そのごと自体、中国にとっては、お
そらく ＊飢餓愉出・ になるのである
が一一、 それは、日本の石油消費量
の20%にもみたないのである．

それにひきかえ、中国が今後必要
とするプラントなどの輸入代価は、
この問、数百億円市に逮するとみなさ
れており、 その支払い能力の問題が
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やがて深刻に問われるようになるで
あろう．

こうして見てくると、日中経済関
係についても、 これまでとはちがっ
た冷滋な対応が要部されてこざるを
えない。 1979年は、さまざまな意味
で、検臼中フィーパー’ の見直し・再
検討の年になるのではなかろうか．

中ソ関係修復の可能性

こうした方向を助長するのは、中
国内政の最近の流動化であろう。 去
る78年11月中旬を期して一斉に表面
化した中国内政の動絡は、今後どの
ように帰結するのであろうか。

当面、務国鈴、迂東興、呉倍、紀
登杢らの文革派幹部が矢面に立たさ
れている ことは否定できず、しかも
郵小平グループは、今回、党中央政
治局のみならず、中央・地方、党・
政・litの政治諸機傍において圧倒的
な優位を占めつつあり、文革派幹部
の生殺与奪の格は、郡小平らに援ら
れているように思われる。

こうした状況のなかで、毛沢東路
線へのもっとも銀源的な批判者であ
った彰l:J懐・元国防部長の名誉回復
が叫ばれていることの合意は、きわ
めて盛大であろう。\i�lt!f裂の名脊回
復は、同時に、50年代後半の毛沢東
路線ないしは毛沢東政治の全商否定
にさえつらなる佐賀を有するものだ
カ・らて・ある。

しかし、 われわれにとってこうし
た中囲内政の変遷よりも重要な事柄
は、'ii�｛：恵僚が単なる毛沢東批判者で
はなく、明らかに税ソ派（中国のフル
シチョーフ）でおったという桜突であ
る．もしも中国がやがて笑権派のリ
ーダーシップを完全に固めたとき、
やがて来るべき次のステップとして
対ソl剣係カロ変化する可能性をいまや
祭視できないように思われる．

こうした文脈て・とらえたとき、日
中条約締結交渉に際して中国側が 明

咽嗣‘

百したといわれる、中ソ友好同盟相
互援助条約の中国側からの廃棄通告
が、はたして1979年春にそのとおり
尖行されるのかどうかを大いに注目
しなければならない。中国側が、もし
もわが国との約束を違えて沈黙をつ

づけるとすれば、上記の条約Ii 5年
間自動延長されることになり、中ソ
＊司王同盟は生きていることになる．

一方、中国側が中ソ友好伺盟相互l
扱助条約を廃楽したときには、ソ連 ｜
の対中国攻撃にはなんらの拘束も国
際法上はなくなるのであり、中国は、
こうしたソ速の脅威に対処するため
にも、すでに見たように、一方では、
いつの日か対ソ和解の戦略が内部で
成熟する可能性とともに、当面はL
日米安保条約と日中平和友好条約を
;fil給した、‘双方のN ATO’形成へ
の志向をさらに強めるであろく： ｜

わが国の自衛力増強・日米安保体
制の答認へと大きく変じた中国の戦

．略的関心は、米・日・中の対�＇防衛
体制lの確立に絞られでい る�·�であ
リ、わが国はこうして、おのずと中
ソ対立・中ソ冷戦、さらには ‘生ぬ
るい綬争（Cool War）’に巻き込ま
れるべき ‘市民俗’ を控らされてし
まったので与ある。

こうした般しい国際環境にたいす
る緊張感の欠如こそ、日中関係ひい
てはアジアの平和と 安全にとっての
大きな危機だとい’わねばならない。

大平政権Ii、凶図外相の留任を実
現したが、両者とも、日中関係の花
形になった経紛をもつだけに、安易
な自己顕示だけは恨んでもらいたい
ものである。

1979年の日中関係には、さしせま
ってなすべき懸案はない。 そ立ス’あ
るだけに、・4つの現代it"をかか紅、
非毛沢東化のj[iを進みうつある中国
社会の変化とその歴史的意味を、い
よいよ本格的に考えねばならないと
きだとい之ょう。

1979. I. I 


